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せ論などの広い分野で研究される重要な対象である。本論文ではG=T に T が左












るもの（GKM関数と呼ばれる）たちのなす環とG=T の T 同変コホモロジーが





























Spin(9)=T ! F4=T ! OP 2
に適用することでF4=T の同変コホモロジーを決定した。その際にも丁寧かつ正
確に計算が行われており、この計算結果により、これまで形式的に決定されてい
たF4=T のコホモロジーの幾何的、組み合わせ的意味が明確となった。したがっ
て、この論文の手法はその後の研究へつながり、大きく結実しており、計算結果
はこれまでのものを一新した。
よって、本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める。ま
た、論文内容とそれに関連した事項について平成２７年１月２７日に試問を行っ
た結果、合格と認めた。
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